
中
小
企
業
庁
が

作
成
し
た
事
業

承
継
に
関
す
る

バ
イ
ブ
ル
と
も
い
う

べ
き
『
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
。

そ
の
改
訂
小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
、
事
業
承
継
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

(

株)

代
表
の
岸
田
康
雄
先
生
を
お
招

き
し
、
県
内
市
町
村
の
商
工
関
係
担
当

者
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
事
業
承
継
の
課
題
を
解

決
す
る
場
面
の
前
に
、
課
題
を
発
見
す

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

事
業
承
継
時
の
課
題
解
決
の
た
め
の

研
修
会
や
支
援
策
は
、
各
自
治
体
で
も

開
催
し
て
い
る
。
し
か
し
、
経
営
者
自

身
が
『
事
業
承
継
の
必
要
性
を
認
識
し

て
い
な
い
。
ど
う
し
よ
う
か
悩
ん
で
い

る
。
』
こ
と
が
非
常
に
多
い
と
先
生
の

経
験
談
か
ら
。

支
援
す
る
行
政
や
支
援
機
関
は
、
『
事

業
承
継
の
必
要
性
に
気
づ
い
て
も
ら

う
。
何
が
必
要
な
の
か
特
定
す
る
』
必

要
が
あ
る
。
な
に
よ
り
、
現
経
営
者
と

の
対
話
が
必
要
で
、
事
業
が
本
当
に
儲

か
る
の
か
？
な
ど
の

検
証
も
必
要
と

ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。

課
題
発
見
場
面
で
の
現
経
営
者
の
ゴ

ー
ル
は
『
引
退
を
決
意
す
る
こ
と
』
で

あ
り
、
後
継
者
の
ゴ
ー
ル
は
『
引
継
ぐ

決
意
を
す
る
こ
と
』
。
こ
の
よ
う
な
心

の
状
態
に
到
達
さ
せ
る
た
め
に
、
支
援

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
支
援
の
場
面
で
４
つ
の
ケ
ー

ス
が
次
の
通
り
で
す
。

ケ
ー
ス
１
は
、
現
経
営
者
が

辞
め
た
い
。
後
継
者
が
継
ぎ
た

く
な
い
、
や
る
気
が
な
い
。
こ

の
場
合
は
、
現
経
営
者
と
後
継

者
と
の
対
話
が
必
要
で
、
対
話

を
通
じ
て
後
継
者
に
「
継
ぎ
た

い
と
思
わ
せ
る
こ
と
」
。
経
営

者
の
頭
の
中
に
あ
る
知
的
資
産

を
『
対
話
』
を
通
じ
て
、
後
継

者
に
伝
達
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。

ケ
ー
ス
２
は
、
現
経
営
者
が
辞
め
た

い
。
後
継
者
が
い
な
い
。
こ
の
場
合

は
、
第
三
者
承
継
と
い
う
選
択
肢
、
事

業
の
磨
き
上
げ
も
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

ケ
ー
ス
３
は
、
現
経
営
者
が
辞
め
た

く
な
い
。
後
継
者
は
早
く
継
ぎ
た
い
場

合
。
後
継
者
は
、
現
経
営
者
か
ら
事
業

を
奪
い
取
る
く
ら
い
の
意
気
込
み
で
対

話
に
臨
む
こ
と
が
重
要
。

ケ
ー
ス
４
は
、
経
営
者
が
辞
め
た
く

な
い
が
後
継
者
が
い
な
い
場
合
。
事
業

存
続
の
た
め
に
第
三
者
承
継
の
選
択
肢

が
あ
り
、
事
業
存
続
と
雇
用
維
持
の
た

め
の
有
効
手
段
で
あ
る
こ
と
を
現
経
営

者
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。

な
ど
、
長
年
の
事
業
承
継
支
援
の
現
場

で
の
貴
重
な
講
義
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
『
事

業
承
継
の
仕
組
み
に
加
え
、
考
え
方
の

重
要
な
点
が
わ
か
っ
た
』
、
『
会
社
で

は
な
く
経
営
資
源
を
残
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
話
で
事
業
承
継
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
』
な
ど
と
い

う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

事
務
局
か
ら
は
、
『
事

業
承
継
自
己
診
断
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
』
が
配
布

さ
れ
、
直
接
市
町
村
に

事
業
承
継
支
援
の
相
談

が
あ
っ
た
場
合
の
手
順

等
に
つ
い
て
の
説
明
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
庁
か
ら
年
末
に
『
第
三
者

承
継
支
援
総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
が
事
業
承

継
時
に
後
継
者
が
い
な
い
事
業
所
に
対

し
て
の
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

そ
の
中
で
下
図
の
よ
う
な
『
承
継
ト
ラ

イ
ア
ル
実
証
事
業
』
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
概
要
は
、
中
小
企
業
の
現
場
で

後
継
者
教
育
は
、
そ
れ
ぞ
の
企
業
の
特

性
に
応
じ
て
い
る
の
で
個
別
性
が
高

い
。
そ
れ
が
第
三
者
承
継
時
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
が
有
効
な

後
継
者
教
育
の
内
容
や
形
を
明
ら
か
に

し
て
、
標
準
化
を
進
め
る
こ
と
を
支
援

す
る
ス
キ
ー
ム
の
予
定
で
す
。
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大
分
県
内
全
域
を
対
象
に
、
独
自
の

先
進
的
な
事
業
承
継
支
援
へ
の
取
り
組
み
を
担
当

す
る
栗
山
で
す
。
昨
年
６
月
か
ら
新
メ
ン
バ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
福
岡
県
八
女
市
出
身
。

大
学
卒
業
後
に
上
京
、
日
本
電
気
株
式
会
社
に
入

社
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
黎
明
期
か
ら
一
貫
し
て
同
社

の
パ
ソ
コ
ン
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
後
に

Ｎ
Ｅ
Ｃ
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
株
式
会
社
に

移
籍
し
、
商
品
戦
略
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を
統

括
、
平
成
23
年
の
レ
ノ
ボ
と
の
合
弁
と
い
う
大
型

Ｍ
＆
Ａ
の
際
は
、
製
品
事
業
部
門
の
責
任
者
と
し

て
関
与
し
て
き
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。
転
機
は
５

年
前
、
親
の
介
護
問
題
も
抱
え
始
め
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
役
職
定
年
を
機
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
を
早
期
定
年

退
職
す
る
道
を
選
び
ま
し
た
。
退
職
後
は
、
親
の

介
護
問
題
の
解
決
と
第
二
の
人
生
の
た
め
に
地
方

へ
の
移
住
を
決
断
。
一
年
か
け
て
移
住
先
を
探
し

た
結
果
、
豊
後
大
野
市
に
あ
る
現
在
の
自
宅
に
出

会
い
、
平
成
28
年
４
月
、
妻
と
共
に
移
住
し
て
き

ま
し
た
。

移
住
後
は
、
豊
後
大
野
市
の
自
宅
を
事
務
所
に

し
た
地
域
密
着
型
の
経
営
コ
ン
サ
ル
業
を
開
業
。

昨
年
、
中
小
企
業
診
断
士
の
資
格
を
取
得
し
た
矢

先
に
、
こ
ち
ら
の
仕
事
の
こ
と
を
知
り
、
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
着
任

早
々
に
は
、
県
内
の
全
商
工
会
・
商
工
会
議
所
、

市
役
所
・
町
役
場
を
廻
り
、
県
の
広
さ
と
多
様
性

を
体
感
す
る
と
共
に
、
事
業
承
継
の
場
面
で
の
様

々
な
課
題
の
存
在
を
認
識
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
県
内
15
ヶ
所
で
の
事
業
承
継
実
践
セ
ミ
ナ
ー

を
始
め
、
事
業
承
継
を
機
に
新
た
な
こ
と
に
挑
戦

す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
型
事
業
承
継
」

の
支
援
な
ど
の
他
、
県
の
主
催
す
る
事
業
承
継
支

援
施
策
の
推
進
な
ど
も
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
休
み
の
日
は
、
近
所
の
方
か
ら

借
り
て
い
る
一
反
の
畑
を
耕
し
野
菜
づ
く
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。
同
じ
モ
ノ
作
り

で
も
、
自
然
相
手
だ
と
思
う
よ

う
に
い
か
ず
、
そ
の
奥
深
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
都
会
育
ち
の

妻
と
、
幸
運
を
も
た
ら
す
と
言
わ
れ
て
い
る
ハ
チ

ワ
レ
猫(

雄
・
７
歳)

と
の
３
人
暮
ら
し
で
す
。

市
町
村
の
商
工
担
当
者
も
承
継
支
援
へ

ミ
ニ
情
報
（

経
営
者
保
証
解
除
の
施
策
が
新
た
に
実
施
）

国
は
、
中
小
企
業
の
事
業
承
継
を
推
進
す
る
た
め
、
『
企
業
債
務
の
個
人
保
証
を
求
め
な
い
』
仕
組
み
づ
く

り
に
乗
り
出
し
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
を
推
進
す
る
た
め
に
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
経
営
者
保
証
Ｃ
Ｏ
を
各
県
の

事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
に
設
置
し
て
経
営
者
保
証
解
除
の
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。

中
小
企
業
者
は
全
国
で
３
８
１
万
人
（
２
０
１
６
年
調
査
）
で
そ
の
う
ち
１
２
７
万
人
が
後
継
者
未
定
。
そ

の
１
２
７
万
人
の
う
ち
後
継
者
候
補
は
い
る
が
、
承
継
を
拒
否
し
て
い
る
人
が
23
％
（
約
30
万
人
）
で
そ
の
中

で
一
番
多
い
の
が
経
営
者
保
証
が
あ
る
か
ら
拒
否
し
て
い
る
後
継
者
が
６
０
％
（
約
18
万
人
が
想
定
さ
れ

る
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
は
新
た
な
制
度
を
作
っ
て
、
経
営
者
保
証
に
苦
し
む
中
小
企
業
者
へ
の
支
援
を
行

っ
て
い
く
予
定
で
す
。
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畳
店
と
食
料
品
店
の
両
事
業
を
承

継
し
、
相
乗
効
果
を
図
る

宇
佐
市(

株)

佐
々
商

後
継
者

佐
々
木
康
幸
さ
ん

宇
佐
市
で
畳
店
と
食
料
品
店
を
営

ん
で
い
た
佐
々
木
治
さ
ん
。
業
績
は

厳
し
い
が
愛
着
の
あ
る
食
料
品
店
の

存
続
に
つ
い
て
決
め
か
ね
て
い
ま
し

た
。
宇
佐
商
工
会
議
所
の
支
援
で
事

業
承
継
・
贈
与
対
策
の
必
要
性
に

『
気
づ
き
』
、
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ

ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
に
相

談

。

セ

ン

タ

ー

は
、
後
継
者
の
康

幸
さ
ん
と
支
援
チ

ー

ム

（

セ

ン

タ

ー
、
会
議
所
、
専

門
家
）
に
よ
り
、

事
業
承
継
後
の
売

上
拡
大
と
従
業
員

が
働
き
や
す
い
職

場
と
す
る
た
め
の

方
法
と
し
て
法
人

設
立
を
目
指
し
、
経
営
理
念
や
社

名
、
個
人
か
ら
法
人
へ
の
複
雑
な
許

認
可
の
移
行
等
、
細
部
に
わ
た
っ
て

対
応
し
ま
し
た
。
後
継
者
と
し
て
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
県
主
催
「
第

一
回
後
継
者
育
成
塾
」
に
も
ご
参
加

頂
き
、
経
営
者
と
し
て
押
さ
え
て
お

く
べ
き
財
務
諸
表
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
も
習
得
さ
れ
ま
し
た
。
康
幸
さ

ん
の
思
い
を
経
営
理
念
と
し
て
明

文
化
し
、
将
来
を
具
体
的
に
イ
メ

ー
ジ
し
て
先
代
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
康
幸
さ
ん
は
『
畳

事
業
や
食
料
品
の
市
場
は
縮
小
傾
向

で
す
が
、
ど
ち
ら
も
地
域
に
必
要
と

さ
れ
る
業
種
。
特
に
畳
に
つ
い
て

は
、
若
手
従
業
員
と
共
に
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
新
し
い
畳
を
地
域
に

提
案
し
、
老
若
男
女
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
商
品
づ
く
り
で
業
界
を
牽
引
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
』
と

意
欲
満
々
で
今
後
の
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

令
和
元

年
11
月
７
日
に

「
株
式
会
社
佐
々
商
」
と

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
、
全
社
員
で
宇
佐
神

宮
に
参
詣
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
従
業
員
さ
ん
ら

と
ワ
ン
チ
ー
ム
の
会
社
と

し
て
の
発
展
が
楽
し
み
な

企
業
で
す
。

宇
佐
市
北
宇
佐
１
８
０
２-

１

０
９
７
８-

37-

０
２
９
５

承
継事

例

岸
田
先
生
を
招
き
勉
強

介
紹

ま
ず
は
課
題
の
発
見

栗
山

浩
一

後
継
者
が
い
な
い
企
業
は
注
目
を
！

移住者フェアでアピール

東
京
や
大
阪
で

開
催
さ
れ
る
移
住
者
フ

ェ
ア
に
当
事
務
局
か
ら
も

参
加
し
て
、
後
継
者
の
い

な
い
企
業
の
引
継
ぎ
と
大

分
県
へ
の
移
住
を
推
進
す
る

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

写
真
は
東
京
で
の
様
子



商
工
団
体
、
金
融
機
関
、
士

業
団
体
、
国
・
県
の
機
関
で
構

成
す
る
大
分
県
事
業
承
継
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
が
２
月
18
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
九
州
財
務
局
大

分
事
務
所
の
秋
好
課
長
か
ら
経

営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
特
則
に
関
す
る
情
報
。

九
州
経
済
産
業
局
の
田
口
室
長

か
ら
令
和
２
年
度
の
国
の
事
業

の
概
要
。
事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
全
国
事
務
局
か
ら
は
、
全

国
各
県
の
事
業
承
継
支
援
の
状

況
。
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

の
嶋
田
課
長
代
理
か
ら
は
、
機

構
の
各
種
支
援
策
や
他
県
で
の

取
組
事
例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。金

融
機
関
の
取
組
、
税
理
士

会
等
士
業
団
体
の
取
組
等
、
熱

心
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し

た
。事

務
局
か
ら
は
、
１
月
末
で

の
事
業
承
継
診
断
の
回
収
状
況

と
分
析
結
果
を
披
露
。
３
０
８

７
件
の
回
収
。
そ
の
う
ち
後
継

者
あ
り
と
答
え
た
企
業
が
、

42.

６
％
と
い
う
状
況
で
し

た
。平

成
30
年
度
の
後
継
者
あ
り

の
割
合
52
％
に
比
べ
て
、
10
％

近
く
減
少
し
て
い
る
状
況
で
、

ま
す
ま
す
後
継
者
難
が
進
行
し

て
い
る
状
況
が
顕
著
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
事
業
の
方
向
性
と

し
て
、
事
務
局
か
ら
事
業
承
継

診
断
の
継
続
実
施
と
事
業
承
継

計
画
を
新
た
に
支
援
機
関
で
も

策
定
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
事
業
承
継
補
助
金
」
と
は
、

以
下
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
す

場
合
に
、
新
た
に
行
う
取
り
組

み
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
国
の
補
助
制
度
で
す
。

国
の
補
正
予
算
が
成
立
さ

れ
、
事
業
承
継
補
助
金
は
２
０

億
円
の
規
模
で
予
算
化
さ
れ
ま

し
た
。
募
集
か
ら
締
め
切
り
ま

で
非
常
に
短
い
期
間
の
た
め
、

こ
の
制
度
を
活
用
し
よ
う
と
思

わ
れ
る
事
業
者
の
方
は
、
早
め

に
お
近
く
の
商
工
会
、
商
工
会

議
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
の
要
件
】

（
１
）

平
成
29
年
４
月
１
日

～
補
助
事
業
完
了
期
間
完
了

日
（
令
和
２
年
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
事
業
承
継
（
代
表

者
の
交
代
）
を
行
っ
た
場

合
、
ま
た
は
行
う
こ
と
。
…

募
集
要
領
が
発
表
さ
れ
る
ま

で
は
詳
細
は
確
定
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

（
２
）
取
引
関
係
や
雇
用
に

よ
っ
て
地
域
に
貢
献
す
る
中
小

企
業
で
あ
る
こ
と

（
３
）

経
営
革
新
や
事
業
転

換
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
を
行

う
こ
と

以
上
が
要
件
で
す
。

認
定
を
受
け
た
事
例
は

『
事
業
承
継
補
助
金

事
例
』

で
検
索
で
き
ま
す
。
補
助
対
象

経
費
は
、
人
件
費
、
店
舗
等
借

入
費
、
設
備
費
、
原
材
料
費
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

調
査
費
、
広
報
費

等
、
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。
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天
変
地
異
に
続
い
て
、

伝
染
病
の
発
生
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
心
配
で

す
ね
。
『
備
え
あ
れ
ば
患

い
な
し
』
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す

が
、
想
定
外
の
事
象
が
続
い
て
何

を
備
え
て
よ
い
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
に
行
く
と
事
業
承
継
は

備
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
の

セ
オ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
親

族
間
の
相
続
の
問
題
。
特
に
事
業

用
の
土
地
が
あ
っ
て
、
相
続
人
が

多
く
い
る
場
合
の
相
続
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
り
ま
す
。
う
ち
の
子
供
た
ち

は
仲
が
良
い
か
ら
と
何
も
し
な
い

の
で
は
な
く
親
の
責
任
と
し
て
、

早
め
の
準
備
が
必
要
で
す
。

一
面
ト
ッ
プ
で
紹
介
し
た
、
岸

田
康
雄
先
生
の
著
書
。
中
小
企
業

庁
か
ら
平
成
28
年
12
月
に
公
表
さ

れ
た
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
。

事
業
承
継
に
向
け
た
早
期
・
計
画

的
な
準
備
の
重
要
性
、
課
題
へ
の

対
応
策
、
支
援
体
制
の
境
界
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
。
一
般

企
業
の
方
が
読
み
づ
ら
い
も
の
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま

す
。
イ
ラ
ス
ト
も
あ
り
、
岸
田
先

生
の
ポ
イ
ン
ト
解
説
も
含
ま
れ
て

『
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
』
と
思
わ

ず
膝
を
打
つ
内
容
と
な
っ
て
ま

す
。
事
業
承
継
の
参
考
書
で
す
。

第
３
回
事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

Ｑ

私
名
義
の
不
動
産
や
金
融

資
産
を
持
っ
て
い
ま
す
。
相
続

時
精
算
課
税
制
度
を
活
用
す
る

方
法
が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
す

が
？

Ａ

相
続
時
精
算
課
税
制
度
を

使
う
際
の
条
件
は
、
満
60
歳
以
上
の
父
母

ま
た
は
祖
父
母
か
ら
満
20
歳
以
上
の
子
及

び
孫
等
へ
の
贈
与
で
あ
る
こ
と
で
す
。

二
千
五
百
万
円
ま
で
特
別
控
除
が
あ

り
、
こ
の
金
額
を
超
え
て
も
20
％
の
税
率

で
贈
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
続
時
精
算
課
税
制
度
を
選
択
し
た
場

合
は
、
毎
年
百
十
万
円
の
暦
年
課
税
と
の

併
用
は
で
き
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。贈

与
税
の
申
告
後
に
相
続
が
発
生
＝
そ

の
贈
与
を
受
け
た
財
産
と
相
続
し
た
財
産

を
合
計
し
て
、
相
続
税
額
を
計
算
し
ま

す
。
こ
こ
で
、
重
要
な
点
と
し
て
相
続
財

産
は
、
相
続
時
発
生
時
の
価
額
で
計
算
す

る
こ
と
で
す
。
合
算
さ
れ
る
精
算
課
税
を

活
用
し
た
贈
与
財
産
の
価
額
は
、
贈
与
さ

れ
た
時
の
課
税
価
額
で
計
算
し
ま
す
。
相

続
時
に
贈
与
財
産
が
値
上
が
り
し
て
い
れ

ば
相
続
税
負
担
は
軽
く
な
り
、
値
下
が
り

し
て
い
れ
ば
重
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
、

注
意
し
て
お
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

一
言
で
い
う
と
、
『
相
続
税
と
贈
与
税
を

一
つ
に
し
て
最
後
に
精
算
す
る
制
度
』
で

す
。
賢
く
活
用
す
る
こ
と
が
大
事
で
し
ょ

う
。
文
書
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
状
況
や
不
動
産
、
金

融
資
産
の
状
況
で
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま

す
の
で
、
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
税

理
士
さ
ん
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

国
税
庁
の
Ｈ
Ｐ
に
も

説
明
さ
れ
て
い
る
の

で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
上
記
は
国
税
庁

相
続
時
精
算
課
税

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
す
。

事業承継Ｑ＆Ａ

相
続
時
精
算
課
税事

業
承
継
補
助
金
の
概
要
が
公
表
さ
れ
ま
し
た

ご覧いただけましたか？地元新聞に広報しました

事
業
承
継
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
県
内

15
カ
所
で
９
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
合
計
で
２
０
２
人
の
参

加
を
頂
き
ま
し
た
。
演
習
で
事
業
承
継

計
画
を
作
成
。
80
事
業
所
が
提
出
。
そ
の

う
ち
32
事
業
者
が
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

日
田
市
で
事
業
承
継
懇
話
会

２
月
８
日
に
前
大
分
県
商
工
労
働
部
長
の
神

崎
忠
彦
氏
（
現
中
小
企
業
庁
企
画
課
長
）

を
招
い
て
日
田
市
主
催
で
懇
話
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
長
を
始
め
、
参
加
者
に

よ
る
熱
心
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。


